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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2020年７月６日に公表しました2021年２月期第２四半期

（累計）及び通期連結業績予想を下記のとおり修正することといたしましたので、お知らせ致し

ます。 

記 
 

１.2021年２月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2020年３月１日～2020年８月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰

属 す る 

四 半 期 純 利 益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

11,840 
百万円 

565 
百万円 

565 
百万円 

390 
円 銭 

32.20 

今回修正予想（Ｂ） 13,960 1,300 1,335 930 77.31 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,120 735 770 540  

増減率（％） 17.9 130.1 136.3 138.5  

（ご参考）前期第２四

半期実績（2020年２月

期第２四半期） 
10,386 347 346 253 20.69 

 

２．2021年２月期通期連結業績予想数値の修正（2020年３月１日～2021年２月28日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰

属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

23,132 
百万円 

585 
百万円 

583 
百万円 

402 
円 銭 

33.38 

今回修正予想（Ｂ） 26,980 1,795 1,830 1,275 107.09 

増減額（Ｂ－Ａ） 3,848 1,210 1,247 873  

増減率（％） 16.6 206.8 213.9 217.2  

（ご参考）前期実績

（2020年２月期） 21,103 692 690 526 42.98 

 

 



 

 

３．修正の理由 

（１）2021年２月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正理由 

2021年２月期第２四半期連結累計期間は、営業系人材サービス事業及び製造系人材サー

ビス事業を中心に新型コロナウィルス感染症拡大による売上高減少の影響を受けました

が、主力事業であるＢＰＯを中心に受注獲得に努めた結果、ＢＰＯ事業者及び官公庁から

新規大型ＢＰＯ案件を受注することができ、また、一般事務事業部門においても想定外の

新規案件を受注することができました。これらの結果、2021年２月期第２四半期連結累計

期間の売上高は、上記のとおり前回予想(上記１.2021年２月期第２四半期(累計)連結業績

予想数値の修正「前回発表予想（Ａ）」)より2,120百万円増加する見込みであります。 

また、利益面では、売上高の増加並びに収益率の高い新規ＢＰＯ案件が売上計上でき

たことなどから、売上総利益は前回予想時より560百万円上回る見込みであります。一

方、当第２四半期に実施を予定していた中核人材の採用並びにナレッジマネジメントツ

ールの充実やデジタルトランスフォーメーション(DX)化の推進を中心とした業務効率化

のための体制整備投資が新型コロナウィルスの影響により当第３四半期以降に延期せざ

るを得なかったことなどから、販売費及び一般管理費が前回予想時より175百万円減少

し、第２四半期連結累計期間の営業利益は上記のとおり前回予想より735百万円増加する

見込みであります。また、経常利益は株式売却益30百万円等が加わり同770百万円増加、

親会社株主に帰属する四半期純利益は同540百万円増加する見込みであります。 

 

（２）2021年２月期通期連結業績予想数値の修正理由 

2021年２月期通期連結業績予想につきましては、当第２四半期に新規受注した新規ＢＰ

Ｏ大型案件が若干縮小するものの第３四半期以降も継続することや今後の新型コロナウィ

ルスの拡散縮小が見通せない状況ながらも経済活動が持ち直しを見せ始めている状況等 

から、2021年２月期通期連結の売上高は、上記のとおり前回予想(上記２．2021年２月期

通期連結業績予想数値の修正「前回発表予想（Ａ）」)より3,848百万円増加する見込みで

あります。 

また、利益面では、売上高の増加及び売上総利益の改善に伴い売上総利益が前回予想

時より1,420百万円増加する見込みであり、第２四半期に予定していた中核人材の採用 

並びにナレッジマネジメントツールの充実やデジタルトランスフォーメーション(DX)化

の推進を中心とした業務効率化のための体制整備投資を当第３四半期以降に実施します

が、2021年２月期通期連結累計期間の営業利益は上記のとおり前回予想より1,210百万円

増加、経常利益は同1,247百万円増加、親会社株主に帰属する当期純利益は同873百万円

増加する見込みであります。 

 

 

（注）上記業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


